
　韓国の沢登りやクライミングに年に数度は出か

けている韓国通のSさんから、「お盆過ぎに韓国

の山に行かないか」とのお誘いをうけた。目的の

山は大田市近郊の1000ｍ足らずの3山で温泉

連泊とのことだ。実は、この4月末にSさんから

珍島の海割れ見物と近くの山あるきを誘われたの

だが、仕事の都合でどうしても休みがとれなくて

諦めたのだった。

　私は過去に2度、彼女のお誘いで、北漢山（ブッ

カンサン）と逍遙山（ソヨサン）に連れて行っても

らったことがある。どちらもソウル近郊の山へ地

下鉄とバスを乗り継いで登山した。日本でいえば

「高尾山みたいな山」と言われてそれならと参加

したのだが、韓国の山は標高が低くても結構な岩

山で、傷んだ膝にはきつく、もともと私は岩場が

苦手なのだ。岩場は敬遠したいが、温泉は大好き、

温泉連泊の魅力に二つ返事で参加表明、ほかに珍

島の海割れ同行の3人も参加、女ばかり6人（平

均年齢70歳）が集まった。韓国語ができるのはS

さん一人、Tさんは韓国語の勉強を始めて2ケ月、

ハングルが読めるようになったという。残り4人

は韓国語を全く分からないのだが、何とかなるだ

ろう。

▪８月16日（金）出国
　済州（ チェジュ）航空7C1103便、成田18：

30発

　仁川（インチョン）国際空港21：10着

格安航空券のため、機内サービスは水のみの提供。

空港の窓口は夜でも両替は可、書類もなしで日本

円を渡すとウォンにしてくれる。本日のレート1

万円＝10万5千W。

　仁川空港で夕食に讃岐うどんを食す。

　SさんがSKYホテルに公衆電話から迎えの車

をたのもうとしたら、なぜか電話機がテレフォン

カードを受け付けない。しかたなくサービスカウ

ンターでホテルに電話をかけてもらって迎車の待

ち合わせ場所を聞く。彼女は韓国語ができ

るのだ。

　ホテル着22時30分ごろ　部屋はダブ

ルベッドとシングルベッドが2つ、この部

屋に3人で寝ることになる。ダブルベッド

ではお互いに安眠は出来難い。台湾でも山

小屋がダブルベッドで困ったことがあっ

たっけ。

▪17日（土）　大田（テジョン）市⇒儒城温
泉（ユソンオンチョン）1）へ移動

　7：00、空港に送ってもらう。まずは切大田（テジョン）市ハンバット樹木園散策
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符（仁川空港→大田）を購入、朝食後8：20発大

田行き高速バスに乗車。11：30大田着後、あす

の俗離山（ ソンニサン ）行きバスの切符を購入し

て、ついでに乗り場を確認をしておこうと下りた

バスターミナルで切符売り場を探す。見た範囲で

はそれらしいものは見当たらない。Sさんが尋ね、

その人の指差す方に進み、建物の外に出れば、そ

こは車のたくさん行き交う大通り、笛を吹いて車

を止めて信号がない大通りを安全に渡す人が忙し

く働いていた。左右を見てもお店が並ぶばかりで

困惑する。どうみてもバス切符を売っている窓口

らしきものはないのだ。再び中に戻ってSさんが

聞いてくれば、なんとバスターミナルは大通り向

こうだったのだ。

　渡ってみれば、こっちはバスの出発ターミナル

のようで、たくさんの切符販売窓口がならんでい

た。窓口前にいるタスキをかけた案内係らしき人

が数人いる。当たり前だが日本語で聞いてもこち

らの言いたいことは伝わず、向こうも困ったのか、

ついに日本語の分かる上司が登場する。言葉が通

じるというのはありがたい。

　無事に明日の俗離山行きの切符を購入でき、今

夜泊まる儒城温泉行きバスの時刻表ももらえた。

午後から「ハンバット樹木園を見学して、その後、

儒城温泉に行きたい」と言うと「それなら、温泉

は樹木園からの方が近い。またバスターミナルに

戻ってバスに乗るよりタクシー利用の方

がいい」と教えてくれる。

　さて、お昼を食べよう。ターミナル内の

フードモールの献立サンプル展示ケース

を眺める。見た目で食べたいものを「これ」

と決めても、ハングルが読めないので、食

券を買うレジに行っても注文が出来ない。

文盲ではままならず、ここでもSさんに

お願いする。

　昼食後、タクシー 2台でハンバット樹

木園へ向かう。タクシー乗り場先頭車に

Sさんが乗り込む。ハンバット樹木園の

コピーを手渡された私がすぐ後ろの車に乗ろう

とすると「前の乗車位置に車がいってから乗れ」

という感じで乗せてもらえない。近くにいた韓国

人がさっさとその車に乗りこんでしまった。2台

も後ろの車にハンバット樹木園のコピーを見せ

て「ここへいってくれ」と指す。車が行きたい方に

走っているかを地図とにらめっこで確認。なんと

か前の車と同じ場所に無事到着した。ところが、

植物園へ行くつもりだったのに車はエキスポ公

園前についてしまった。樹木園はそこで正しかっ

たのだが、こちらが樹木園を植物園と勘違いした

のだった。

　真昼の日差しはともかく暑く、植物園にこだわ

る気持ちはたちまち失せてしまった。重荷のザッ

クを何とかしなくちゃ身動きがとれない。エキス

ポ公園管理室に立ち寄って1時間だけの約束で

リュックを置かせてもらえほっとした。空身で樹

木園の東園を散策、蓮池ではハスがきれいに咲い

ていた。

　荷物を引き取って、日盛りの公園は暑くてかな

わんと子どもが水遊びするジャブジャブ池を目の

前の休憩所で、アイスコーヒーを飲みながらゆっ

くり休んでやっと生き返った。

　15時過ぎ儒城温泉キョンハホテル（HOTEL 

KYUNGHA）にタクシーを横付ける。

　今日からの3泊はオンドル部屋でよかった。大

俗離山登山案内看板



浴場入浴料金は別途200W。

　16：30から温泉案内図を手に街探検歩きに

出てみれば、私達のホテルは街外れで中心街には

大きく立派なホテルが建っていた。途中で夕食を

とって、コンビニで朝食用、昼食用の食料を調達

するも、ここでもハングルは読めず、包装のおに

ぎりの具材は不明で、中身は食べてみてのお楽し

み？

　20：00頃帰館。大浴場入浴は時間切れで明日

に持ち越しとなる。

▪18日（日）　俗離山（ソンニサン）2）登山
　5：40ホテル前からタクシーで大田東部バス

ターミナルへ。Sさん乗車の車が先着、10分たっ

ても後続のTさんの車は来ないのだ。ホテルのフ

ロントの男性が行き先を大声で言っていたにも

かかわらず、儒城温泉バスターミナルに行ってし

まった？ どうしちゃったのかな。後から聞いてみ

れば、料金稼ぎにか街中を2巡してから大田東部

バスターミナルに来たようだった。言葉がわから

ないのでどうにもならないので、昨日購入済みの

俗離山行きのバス切符を見せたら、やっと大田東

部バスターミナルにタクシーが向かったというこ

とだ。

　日曜で混雑するからと前もって購入したのに、

6：50発バスはガラガラだ。ナップザック軽装の

韓国人中年女性3人連れも俗離山に行くようだ。

　乗ってみて、韓国のバス停は日本のようにバス

道路沿いにある場合もあるが、バス幹線道路や街

中の道路から引っ込んだ場所にバスターミナルが

あることが分かった。無人のターミナルには自動

販売機が設置され、離れたところにトイレもある。

そして停まったバスは何の予告もなく発車するの

だった。

　8：27俗離山バス停着。さて、どっちの方向へ

進んだらいいのか？ うろうろした揚句、北に山

が見えて方向が定まる。お寺のみやげ物店兼食堂

が立ち並ぶ門前町風通りを抜けて行く。バス車内

でおにぎりを1つ食べただけの私は、どこで朝御

■注記

1）儒城温泉：（ユソンオンチョン）は、大田広域市郊外にあ

る温泉。市の中心街から西へ11kmほど離れたところにあ

る。大都市の大田近くにあるため数多くの旅館、ホテル、

飲食街が建ち並ぶ。近くに2002年のワールドカップの会

場にもなった競技場がある。儒城温泉には以下のような伝

承が存在する。百済時代の末期、新羅との戦争で大怪我を

した息子を持つ母親が、この地に湧き出る温泉で鶴を見た。

鶴は温泉に翼を沈めると怪我が治った。それを見た母親が

息子を連れて、その温泉に浸からせたところ怪我が綺麗に

治った。 （ウィキペディアより）

2）俗離山：1970年、6番目の国立公園に指定された。昔

から第二の金剛、または小金剛と呼ばれるほど、秀麗な景

色を誇る。総面積274,541km2に達する俗離山国立公園

は、忠清北道と慶尚北道のいくつかの地域にまたがる岩山

である。主峰の天王峰と毘盧峰、文蔵台は白頭大幹の壮大

な稜線と連なっており、岩峰と岩稜が発達している。俗離

山には多くの山が接していて、南の天王峰（1,058m）を中

心に、毘盧峰、文蔵台、観音峰など、8つの峰が弓のように

曲がった形で伸びている。 （ウィキペディアより）

飯にするのか気になるが、Sさんはどんどん先に

行ってしまう。店先の平笊に黒い小さな巻貝殻が

山になっていて、何という貝だろうと興味をそそ

られた。

　途中の分岐で、ハングルを形で判断して登山口

と読んで脇道に入りこみロスタイム。正しい道を

進むと林間にキャンプ場があり、そこは家族連れ

のテントが所狭しと立ち並び朝食の準備中だっ

た。車もいっぱいで、後から後から車がくるので、

駐車整理の人もいた。彼が登山口はあっちと左手

を指さす。やっぱり今日は日曜日だと納得。

　ここから左、大勢の韓国人登山客に交じって、

沢沿いの整備された公園内の道を歩いていくと男

の子2人と夫婦とみられる家族が前を歩いてい

る。荷物を持っているのはお父さんだけだ。「ファ

ミリィ？」と声をかけると「そうだ」という。こち

らが日本人と分かるとスマートフォンを操作して

金閣寺に行ったときの写真をみせてくれた。

 （続く）


